
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
 

わ
が
街
 

  
上

越
市

は
新

潟
県

の
西

部
に

位
置

し
、
平

成
の

大

合
併

で
全

国
最

多
の

十
四

市
町

村
が

合
併

し
て

で
き

た
、
面

積
が

東
京

都
の

半

分
も

あ
る

ま
ち

で
す
。
人

口
は

二
十

万
人

弱
で

す
。

そ
ん

な
広

い
上

越
市

の
一

部
、
高

田
地

区
に

つ
い

て

紹
介
し
ま
す
。
 

 
高

田
区

の
中

心
部

に
は

高
田

城
址

が
あ

り
ま

す
。

４
０

０
年

ほ
ど

前
に
、
平

城
と

し
て

建
て

ら
れ
、
江

戸
時

代
後

半
は

榊
原

家
が

治
め

ま
し

た
。
跡

地
が

高

田
公

園
と

し
て

整
備

さ
れ

て
い

ま
す
。
春

の
桜

は

「
日

本
三

大
夜

桜
」
と

い

わ
れ
、
約

４
０

０
０

本
の

桜
が

夜
の

公
園

を
彩

り
、

全
国

か
ら

の
観

光
客

で
に

ぎ
わ

い
ま

す
。
そ

の
桜

が
、
秋

に
は

見
事

な
紅

葉

を
見
せ
ま
す
。
 

 
今

年
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

オ
ー

プ
ン

し
た

高
田

公
園

内
の

歴
史

博
物

館
は
、
越

後
の

都
を

テ
ー

マ
に
、
安

土
桃

山
時

代
以

降
の

地
域

の
歴

史
を

解
説

す
る

常
設

展
示
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
上

越
市

役
所

の
す

ぐ
西

に
あ

る
春

日
山

は
、
上

杉

謙
信

の
居

城
で

し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ

の
大

河
ド

ラ
マ

な
ど

で
何

度
か

取
り

上
げ

ら

れ
、
今

で
も

多
く

の
フ

ァ

ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
 

 
春

日
山

の
麓

に
は
、
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
、
古

代
か

ら
近

世
に

か

け
て

の
歴

史
を

知
る

こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

 
北

陸
新

幹
線

の
上

越
妙

高
駅

建
設

の
際

に
、
駅

の

目
の

前
で

縄
文

時
代

の
釜

蓋
遺

跡
が

発
掘

さ
れ

ま
し

た
。
市

民
・
研

究
者
・
愛

好
家

の
手

で
残

さ
れ
、
そ

こ
は

釜
蓋

遺
跡

公
園
・
釜

蓋
遺

跡
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
上

越
妙

高
駅

の
南

に

は
、
弥

生
時

代
の

遺
跡

＝

吹
上

遺
跡

が
あ

り
ま

す
。

こ
こ

は
遺

跡
の

上
に

橋
を

架
け

て
道

路
が

通
っ

て
い

ま
す
。
 

 
さ

ら
に

駅
の

南
西
（
妙

高
市
）
に

は
古

墳
時

代
の

観
音

平
・
天

神
堂

古
墳

群

が
あ

り
、
太

古
の

時
代

か

ら
人

々
の

営
み

が
あ

っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

 
日

本
海

の
お

い
し

い
魚

と
越

後
杜

氏
の

伝
統

を
引

く
美

酒
を

楽
し

み
な

が
ら

の
、
歴

史
巡

り
は

い
か

が

で
し
ょ
う
か
。
 

二
〇

一
八

年
一

一
月

二
六

日
 

日
本

共
産

党
上

越
地

区
委

員
会

 

元
市

議
 

杉
本

敏
宏

 


